
定期的に定期的に定期的に定期的に
ご支援いただく方法もございまご支援いただく方法もございますす。。

理のない
額を自由に
定できます。

定期

詳細・お申込みは、
別添のチラシをご覧ください。

毎月500円から、募金額を自由に設定
できます。クレジットカード決済はホー
ムページから。確定申告で税の控除
を受けることができます。

ご 遺 産 か ら の 寄 付
ご自身の遺産、またご家族からの相続財産を国際協力に役立てたいとお申し出くださる方が増
えています。尊いお気持ちを、JVCが世界各地での支援に責任をもって役立てていきます。
JVCは認定NPO法人のため、JVCへの寄付は相続税の優遇の対象となります。

例1
1

2

（ ）2,000円10,000円所得税の控除 3,200円

4,000円が還付されます。

40％
2 （ ）2,000円10,000円地方税の控除 800円10％

ご不明な点はお近くの税務署、または J V C経理担当へお問い合わせください。寄付者名簿を所轄庁に提出する場
合がございます。名簿への掲載を希望されない場合はJ V Cまでご連絡ください。

J V Cの発行する領収証を添付して確定申告をすることで、以下の優遇が受けられます。
マンスリー募金を含め、J V Cへのご寄付は全て対象となります。

寄付先の国を指定する場合は振込用紙の通信欄にご記入ください。 
※寄付金の2 0％は運営管理費に充てさせていただきます。

クレジットカード
JVCのホームページからVISA
またはMasterカードで募金
していただけます。

マンスリー募金
月々 5 0 0 円から気 軽に始
められる自動引き落とし型
募金です。

郵 便 振 込

口座名「JVC東京事務所」
00190-9-27495

J V Cは認定N P O法人です。J V Cは認定N P O法人です。

J V Cへの募金はご希望の金額でおいくらからでも受け付けています。J V Cへの募金はご希望の金額でおいくらからでも受け付けています。

ご寄付は税金の控除を受けることができまご寄付は税金の控除を受けることができますす。。

寄付金額（ ）2,000円 40％

寄付金額（ ）2,000円 10％（最大）
東京都・神奈川県にお住まいの方は地方税も控除の対象です。

東京都台東区在住の方が10,000円寄付した場合

マンスリー募金
自動引落で定自動引落で定自自動引落で定自動引落で定
ご支援いただご支援いただ

無
金
設

定期

500円
毎月

から

農業研修による
農家の生計改善

HIVエイズと
生きる人々をサポート 日・タイ若手農家交流

現場の声を社会へ

日朝韓の子どもたちの
絵画交流

教員研修
地域保健

識字教室
子ども教育支援

子どもを守る栄養研修 平和や「共生」を
テーマにしたワークショップ

避難民への緊急支援
難民キャンプでの就学支援

住民主体の復興のサポート

農業研修による
農家の生計改善

カンボジア ラオス
HIVエイズと
生きる人々をサポート

南アフリカ

日・タイ若手農家

タイ

現場の声を社会へ

調査研究・提言

日朝韓の子どもた
絵画交流

コリア
教員研修
地域保健

アフガニスタン
識字教室
子ども教育支援

スーダン

子どもを守る栄養研修

パレスチナ
平和や「共生」を
テーマにしたワー

イラク

避難民への緊急支援
難民キャンプでの就学

南スーダン

ップ 住民主体の復興のサポーート

南相馬市・気仙沼市

イラク・キルクークイラク・キルクーク

森林保全
持続的農業

　　　　　　　　　　　JVCが現地 NGOとともに実施する民族や宗派をこえた平和交流活動「ピース・ヤード」に参加
する子どもたち。10月 16日に起きた軍事衝突で治安が悪化。現在、現地の最新情報を収集しています。（2017年 8月撮影）

〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4 クリエイティブOne秋葉原ビル6F
　　　03-3834-2388　　　　03-3835-0519
　　　 info@ngo-jvc .net　　　　  　http://www .ngo-jvc .net

NGOJVC
Facebook twitter

@ngo_ jvc
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特定非営利活動法人

J V C  東 京 事 務 所

T E L

E-mail

F A X

ウェブサイト

皆さまのご支援は、世界10ヵ国・地域と日本の震災被災地などで、
このような活動を実現します。



菜園でとれるライムをつかった食品加工研修に
熱心に聞き入るコンサエン村の女性たち

避難民の子どもたちと現地駐在員の橋本（右）。熱心に学ぶ子ども
たちに、「学ぶ喜び」を教えてもらっていると言います

現地農民の勇気ある「反対」の声に耳を傾け、ともに声をあげる渡辺（中
央左）。現地調査では、女性たちの役割の大きさ、強さを実感している

暴力の負の連鎖を断つために実施している
「平和・非暴力の学び合い」に参加した青年たちとJVC 現地職員

近年のカンボジアは、農村から都市部や海外に
出稼ぎに行く人が急増しています。そのため、現
金による収入は増加傾向にありますが、一方で自
給できなくなった食料品の購入などによる支出が
増加し、結果として生活が苦しくなっています。

JVCは、村に残った女性や子どもだけでも、毎
日の食料を安心して確保できるよう、自給用の菜
園や食品加工技術の普及に努めています。研修を
実施するコンサエン村は都市部から遠く、市場に

行く機会も少ないため、お茶、漬物、調味料等を
自ら生産したいという農家が多く、食品加工への
関心が高い村です。今年度は、これまでJVCの支
援を通じて食品加工の研修を受け、実践を続けて
いるドンソック村の女性たちを講師として招くこ
とで、村を超えた女性の交流を図りながら、コン
サエン村の生計改善を目指しています。地域の資
源や知恵を分かち合い、支え合う村の女性たちへ
のご支援をよろしくお願いいたします。

アフガニスタンでは、政府軍・外国軍と反政府
勢力「タリバン」との戦闘が拡大しているほか、
「IS」を名乗る勢力も影響力を強めており、昨年の
市民の死傷者数は過去最悪となってしまいまし
た。その背景として、また結果として、家庭や地
域社会にも「武力」への信奉がみられ、武器や暴
力が蔓延しているような状況があります。早急に、
暴力の負の連鎖を断つ必要があります。

危機感を強めた現地職員からの提案に基づき、
家庭や地域での集まりなどの草の根レベルで、争
いごとの解決、暴力からの子どもの保護、住民そ
れぞれが果たすべき役割などに関する身近な事例
を紹介し、学び合うといった「平和と非暴力の学
び合い」の活動を開始しました。ブックレットも
こうした事例を紹介し、地域で広く配布されます。
「このままではいけない」と立ちあがった現地職
員や村の人々を、応援してください。

2011年に勃発した紛争により、多くの人々が
戦場と化した村から避難をしています。政府軍・
反政府軍の「自主停戦」状態が1年以上続いてい
ますが、住民たちの帰還の目途はたたず、人々は
不安定な生活を強いられています。6年にも及ぶ
避難生活の中で、避難民の子どもの多くが出生登
録をもたないという現実があります。出生登録が
なければ学校に通うことができないばかりか、5
歳以下の子どもに認められている医療費免除も受

けることができません。また、紛争で父親が亡く
なったり行方不明になったりしている場合も多
く、登録手続きは複雑です。

JVCは地道な家庭訪問によって子どもたちの
状況を把握し、行政と協力して、出生登録手続き
を支援しています。また、登録証を得た子どもた
ちが通う幼稚園や小学校の教室を増設し、机やい
すを支援することで、子どもたちが安心して通学
できる環境を整えています。

紛争による混乱で、就学時などに必要
な出 生 登 録をもたない 子ども 5 人 が、
出生登録を取得して学校に通えるよう
になります。

プロジェクト型の事業と違い、助成金等
による活動資金が集まりにくい活動で
す。日 本 に 住 む 私 た ち の 税 金 による
ODA 事業（政府開発援助）、食や暮ら
しと直結した問題です。

スーダン

モザンビーク（政策提言）

スーダン
紛争の影響をうけながら生きる
子どもたちの未来をサポート

2,000円で約

子どもたちの未来をサども ち 未

5,000
どに必要
5 人 が、

サポ

紛争による混乱で、就学時など
な出 生 登 録をもたない 子ども

子どもたちの未来をサ

円で約
男性の出稼ぎが進む農村に残る女性たち
が、地域の資源を有効活用した食品加工の
研修を受け、生計改善につなげることがで
きます。

カンボジア

アフガニスタン

円で約

カンボジア
村を超えた女性同士の交流で、
家族の健康と暮らしを守る

10,000円で約
不安定な情勢が継続するアフガニスタン
で、武力に頼らずに争いを解決する方法
を考える「平和と非暴力の学び合い」のた
めのブックレットを150部作成できます。

アフガニスタン

円で約

蔓延する武器や暴力に「 N O！」
平 和・非 暴 力 の 学 び 合 いがスタート

プロジェクト型の事業と違い、助成金等
による活動資金が集まりにくい活動で

モザンビーク（政策提言））
先祖代々の土地や人権を奪われている
アフリカの農 民たちとともに

現在モザンビークでは、日本のODA事業「プロ
サバンナ」が進められています。日本の耕作面積
の約2倍という広大な地域を対象とした一大農業
開発事業に対し、現地農民たちは、「事業は我々に
一切相談なく進められた。先祖代々、大切に引き
継いだ土地が奪われてしまう」と懸念の声をあげ
ています。この事態を受けJVCは、現地農民たち
との共同調査などに基づいた提言活動を行ってい
ます。その結果、今のところ「プロサバンナ」や日

本企業による土地収奪は食い止めていますが、現
地では同事業が引き金となって大豆生産のための
海外農業投資が推進され、何千人もの農民が、農
家の命である土地を奪われています。今後も、土
地と人権と尊厳を奪われている人々と連帯しなが
ら声をあげ続けるとともに、農民たちの元々の暮
らしや実践に基づいた発展のあり方を検討してい
きます。ご寄付は、現地での実態調査や、それに
基づく政策提言活動に大切に使用いたします。
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